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論文内容要旨
緒 論
 平滑筋収縮の生理学的機構を知るために腸管の収縮に対して種々のイォγが如何に影響するか
 を検討した。
方 法
 家彊の摘出上部小腸片の等尺姓張力変化をS勧aingaugeヵraロ's.dU一σeTによって測
 定しン同時に腸内圧を電気圧力計を通して記録した。
結 果
 1)Naイオンの影響を見るためにリγゲル液中のNaQl奮』iβ1,Choli簸eGl艶丁猛AClで
 赴きかえると,腸管のトーヌズは変らなレ、;が,phasicな収縮は次第に消失する02)ED1日A
 滴下犀よるCα欠如リソめレ液中では腸管のトーヌスは低下し・アセチルコリγ(AOh)等に対
 する反応性もなぐなる。これらにCαを加えると再びpha8加な収縮も出現して回復するが章
 Mgを加えても回復しないoED聖Aで処置した腸管はSで,B&によってもそのトーヌスを回復し
 Ach等に:対'する反応性も回復する。しかし8τ'でトーヌスの回復したとごろに更にGαを滴下
 するとトーヌスは更に上昇する。5)01イォソの影響を見るためにリンゲル液のNα倣をNa-
 Br,N証で置換すると腸管のトーヌスは変らず重p血鼠sicな収縮は次第にその振巾が小さく
 なる,NaNo3の置換ではトーヌスの上昇がみられる。Gaの代診に8rの入ったN哉No3リン
 ゲル液に沿いてもト讐ヌスの上昇はみられるが,このリンゲル液をCaの入った漿a聾03リンゲ
 ル液に沿きかえると更にトーヌスは上昇する。4)内圧変化即ち輪走筋の運動をみるとNaBτ,
 Na聾03,Na工でNaGlを置換すると,輪走筋の著朗な運動亢進がみられる。
 考案艶びに結語
 Gaイォソは筋収縮に不可:欠の國子であるが,Sぎ,Baは平滑筋の収縮に際しCaと置1種の作…
 用をもつ。短aNo3リンゲル液ではトーヌスの上昇がみられ,Br,No菖工などの異陰イォγで
 は縦走筋のpha磁。な収縮は抑制されたが,輪走筋の運動は逆に亢進するのがみられた。すな
 わち爾筋層の反応性には差異があるものと思われる。
 第2報アドレナリンの作用に射ずる各種イオンの影響
 緒、論
 _般に平滑筋は同じ薬物に対し器管によ軌あるいは同一驕管でもその状態によって反応が異
 扁ことが知られている。著者はこの機構ならびに平群筋の性質奪解明するた羅・醗のイオ
 ンの条件下にかけるアドレナリン(Adr)の平滑筋に対する作用機構を検討した。
方法
 前節の方法と同じ方法を用いた。.
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結果
ゆも
 正常リンゲル液中の小腸片にAdr18を作用するとトーヌスは下降し,pha、硯。な収縮は
 消失至る。正常リγゲル液にKイォγ濃度を増し,A虚で40}6を作用すると,K6卯Mにかレ、て
 .は殆んど正常リγゲリ液中に沿ける腸管のAαrに薄すろ反応と購じであるoKが9鵠Mμ2
 魏Mでや正反応が一時弛緩したのち,収縮する二櫓腱の反応になるoKが48肌逝のリンゲル液
 中にかいては反応は逆転し収縮翼象がみられるoKを喋8π翼より更に増加すると再び反応は二1
 相性に功,24魏Mでは弛緩現象のみとなる。晦β℃リンゲル液中でAdrを作用すると弛緩
 現象は不墾瞭になり,時に収縮翼象がみられることがある。魏aBrリンゲル液にKを加えて過K
 の短a恥リγゲル蔽中でA《τの熊鷹をみると庸K6毎摂を含んだ翼鵬でりγゲル液中では反応が
 ,二相性に攻り'K12脇連にかいては収縮現象のみとたるoKを15,窪8篇Mと増ナと次第に弛緩
 現象が著明とな郵亭再び二二相性に浸る。・Choユ』敏eGエリンゲル液及びリγゲル液の%の聾歌C1を
 聖EAC1でお嚢力雌液中でもAd{r作用の逆癒,すなわちハわゆる今㈱皿誠ine㈱r8eがみられたP
 考案並びに結語
 Adrは正常リンゲル液中では腸管平滑筋に対し弛緩的に働(カ㍉リンゲル液のNα倣をCh-
 OM鵬e翠EAGエ溺aBrで静養かえた時,叉ある範囲の過濃度のKの条件下では腸管に対して
 収縮的に作用した。以上のことかξ》Aα℃は腸管平滑筋に対し弛緩褒たは収縮作、用をもち,その
 作用方向は細胞膜の機能的条件によって決定されるものと推定される。
 第5報興奮機構に対する各種薬物及びイオンの影響
 r緒・論
 平滑筋の興奮機構を研究する融勺で,腸管平滑筋の活動電灘張力変化とを購喩録し・そ
 れら}が各種の薬物及びイオγによって如何に変るかを観察した。
方法
 犬の摘出上部小腸片を用いた。電極は15岬20μの銀線を使濁し・時定数α朗秒の増由器を介
 してオツシPスコ楠ブに轟き,主にSp生ke性の放電のみを観察の対象とした。
 結:果
 観察されたスパイク放電の大いさばα5～家0魏V波由は約460毎secであった。薬物の
 影響ではAchは最終濃度4G帽で張力変化と州致してSp磁eが頻発しψ血a郊。略,Hy-
 Qε宅i笈Bu七ylbromide5×り0堺5は張力を持続的に{琢下するカヨ,S箪ikeの膿は変
 らなかった。ヒスタミン窪G掃6,七口トニソコ0坤6では持続的にSpikeが頻発するが,張力
 は縁とんど変らカ:かった。Be誌面e曲Q工CUo騒αe喫は張力の上昇とともにS錘k3
 が一時少なくなるが,張力の回復とともに8pikeが頻発した。イォソの影響では,Kイォソ
 48騙Mのもとでは張力はや.～上昇する程度であるが・恥ikeは頻発したのち次第に8pike
 の数は減じ》最後には消失し,正常リγゲルで洗うと再び8pエkeが出現してくる。Gaイォγ
 ^欠如リンゲル液に如いては,例時Spikeは消失したのち再び出現し,次第に頻発し,のち次第
 に潴失した。
 考案並びに結語
 腸管の各種薬物及ぴイォγに対する活動電位及ぴ張力変化の間には常に遊行関係が成立すると
 難聴ら節こと耀めら織.魏栃儲輔継体の勧灘とそか緬の醐雛剛
 らずしも一致しない。この点は平滑筋活動電位を研究する上に留意すべき点と思われる。
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 審査結果の要旨
 本論文にかいて著者は平滑筋収縮の生理学的機構を知るために家兎の摘出小腸片の等尺性張力
 変化をStr&i皿ga娘ge儲aasducerによって測定し,同時に腸内圧を電気圧力討を通
 して記録し,次の結論を得ている。
 eaイオンは筋収縮に不可欠の国子であるが,Br,Baは平滑筋の収縮に際し。&と同種の作
 用をもつ。N獄NO3リンゲル液ではトーヌスσ)上昇がみられ,Br,NO3,1などの異種陰イオン
 では縦走筋のPha8icな収縮は抑纈1されたが・輪走筋¢)運動は逆に亢進するのがみられた。す
 たわ一ち両筋層の反応性には差異があるものと、意われ,る。
 次に一般に平滑筋は同じ薬物に対し器管によ9,あるいは同一器管でもその状態によって反応
 が異なることが知られているが,i著者はこの機構ならびに平滑筋の性質を解関するために,種々
 のイオンの条件下に鮒るア距ナリンの平滑筋閥ずるf翻機構を険討し款の繍を傳てい
 る。
 アドレナリンは正覚リンゲル渡中では腸管平滑筋に対し弛緩的に働くが,リンゲル液のN&cエ
 をG血oliveGl,学EへGl,NaBrで寿ぎかえた時,文ある範囲の過濃度のKの条件下では腸
 管に対して収縮1約に作坦した。以上のことからアドレナリンは腸管平滑筋に対し弛緩または収縮
 作用をもち,その作鯖方向は細胞膜¢)機能的条件によって決定されるものと推定される。
 さらに著者は平滑筋の興奮機構を研:発する目的で,腸管平滑筋の活動電流と張力変化とを同時
 に記録し,それらが餐種び)薬物及びイ分ンによって如侮に変るかを観察し,次♂)結論を得て悟る
 腸管の各種薬物及びイオンに漏する活動電位及び張力変化の聞には常に並行関係が成立すると
 は鰻ら支いことが認められた。すなわち腸管平滑筋全体の張力変化とそα)一部分の活動電位は
 必らずしも一致したい。この、煮は平滑筋活動電位を研究する上に留意すべき、点と思われる。
 したがって本論交は学位を授与するに値するものと認める。
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